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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
市
民
の
皆
様
方
の
温

か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、

市
長
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の

声
を
大
切
に
更
な
る
飛
躍
の
年
に

す
べ
く
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
環
境
、

健
康
、
福
祉
が
あ
ら
ゆ
る
業
界
に

共
通
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と

考
え
ま
す
。
自
然
と
人
間
が
共
生

す
る
豊
か
な
環
境
を
保
全
し
、
環

境
に
や
さ
し
い
循
環
型
社
会
を
形

成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
輝
く
市
民
、
元
気
な
ま

ち
に
は
、
市
民
の
皆
様
が
健
康
で

あ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

何
と
申
し
ま
し
て
も
「
予
防
」
に

勝
る
「
治
療
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。

加
西
市
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
考
案

さ
れ
、
日
本
体
育
の
育
て
の
親
と

い
わ
れ
る
大
谷
武
一
さ
ん
の
生
誕

の
地
で
あ
り
ま
す
。
彼
の
志
を
受

け
継
ぎ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
運
動
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
な
ど
に
よ
り

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に

行
い
、「
健
康
か
さ
い
21
」
を
推
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

市
制
35
周
年
を
迎
え
る
今
年
、

本
市
に
と
り
ま
し
て
は
、
財
政
状

況
が
非
常
に
厳
し
い
折
で
は
あ
り

ま
す
が
、
中
長
期
的
展
望
に
立
ち
、

市
街
地
再
開
発
事
業
を
は
じ
め
、

市
立
加
西
病
院
の
増
改
築
、
加
西

東
工
業
団
地
の
造
成
、
加
西
南
産

業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
、
下
水
道

整
備
な
ど
、
都
市
基
盤
の
整
備
に

全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
４
次
加
西
市
総
合
計
画
で
は
、

多
様
な
価
値
観
が
尊
重
さ
れ
、
市

民
の
思
い
、
夢
が
実
現
で
き
る
活

力
と
ゆ
と
り
に
満
ち
た
「
ふ
る
さ

と
夢
都
市
」
を
め
ざ
し
、「
花
と
歴

史
と
愛
の
ま
ち
　
か
さ
い
」
の
創

造
を
基
本
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
い
る
現
在
、
市
民
、

企
業
、
団
体
等
が
主
体
と
な
っ
た

共
助
・
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
す
す
め
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

歴
史
豊
か
な
加
西
市
。
美
し
い

ま
ち
、
活
力
あ
る
ま
ち
、
そ
し
て

全
国
に
誇
れ
る
ま
ち
の
実
現
に
向

け
て
、
市
政
を
運
営
し
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
変
わ
ら

ぬ
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈

り
し
つ
つ
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

加
西
市
長

柏
　
原
　
正
　
之
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「
駿
馬
の
如
く
　
高
ら
か
な
躍
動

が
大
地
に
響
き
　
笑
顔
あ
ふ
れ

夢
と
希
望
が
も
て
る
ま
ち
　
人
々

の
温
も
り
と
自
然
が
ふ
れ
あ
う
心

豊
か
な
ま
ち
…
…
　
そ
ん
な
思
い

を
初
夢
に
の
せ
│　
│
」

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て

健
や
か
に
清
々
し
い
お
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

本
年
は
、
加
西
市
制
35
周
年
を

迎
え
る
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。

新
し
い
息
吹
に
包
ま
れ
た
わ
が
ふ

る
さ
と
を
見
渡
し
ま
す
と
、
幾
年

の
想
い
が
胸
を
よ
ぎ
り
身
も
心
も

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

い
ま
私
は
、
爽
や
か
な
新
春
の

光
の
中
で
新
し
い
年
の
行
く
末
に

想
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
、
加
西
の

さ
ら
な
る
飛
躍
を
祈
り
願
っ
て
お

ら
れ
る
尊
い
市
民
の
皆
様
の
声
を

双
肩
に
受
け
、
誰
に
お
も
ね
る
こ

と
な
く
、
市
議
会
の
使
命
を
全
う

し
た
い
と
我
が
身
自
身
に
誓
っ
て

い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
市
政
全
般
に
わ
た

り
、
ご
協
力
、
ご
尽
力
を
賜
わ
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
、
心
か
ら
お
礼

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

明
け
て
、
時
代
は
い
ま
成
長
か

ら
成
熟
の
時
期
を
迎
え
、
国
も
地

方
も
歴
史
の
潮
流
を
し
っ
か
り
見

据
え
、
持
て
る
英
知
を
結
集
し
、

そ
の
礎
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

市
制
35
年
を
迎
え
る
わ
が
市
も
、

い
よ
い
よ
地
方
自
治
の
充
実
を
め

ざ
し
共
助
・
協
働
・
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
基
本
的
理
念
に

生
活
関
連
施
設
の
整
備
、
総
合
的

な
地
域
福
祉
施
策
、
地
域
経
済
の

活
性
化
等
の
諸
施
策
を
展
開
し
、

「
ふ
る
さ
と
夢
都
市
」
を
よ
り
確
か

な
も
の
と
す
る
た
め
全
力
を
投
球

し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
と
共
に
個
性
と
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に

推
進
す
る
こ
と
が
強
く
期
待
さ
れ

て
い
る
現
在
、
私
ど
も
議
員
21
名

は
、
住
民
に
最
も
身
近
な
行
政
機

関
と
し
て
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

（
説
明
責
任
）
を
果
た
し
十
分
な
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
得
な
が
ら
公
平
・

公
正
な
施
策
が
執
行
さ
れ
て
い
る

か
を
常
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も

に
、
皆
様
の
参
画
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、「
と
も
に
考
え
る
市
民
と
し

て
」
柏
原
新
体
制
と
積
極
的
に
議

論
を
交
わ
し
、
新
た
な
加
西
の
創

造
を
め
ざ
し
て
信
頼
と
期
待
に
応

え
る
べ
く
決
意
を
新
た
に
し
て
お

り
ま
す
。

ど
う
か
、
皆
様
に
は
今
年
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
成
14
年
が

健
康
で
さ
ら
に
良
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
祈
り
な
が
ら
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

加
西
市
議
会
議
長

高
　
見
　
　
　
忍
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行
政
運
営　
の　
中
心　
と　
な　
る　
一
般
会

計　
は　
、　
歳
入
２
４
９
億
９，　
８
７
５

万
円
（
前
年
度
比
2.7
％
増
）、
歳
出

２
４
３
億
２，　
０
９
０
万
円
（
前
年

度
比
2.1
％
増
）　
で　
、　
と　
も　
に　
増
加　
し　

ま　
し　
た　
。　

歳
入
と
歳
出
の
差
額
６
億
７，　
７

８
５
万
円　
か　
ら　
、　
翌
年
度　
へ　
繰　
り
越　

し　
た　
事
業　
に　
充　
て　
ら　
れ　
る　
財
源　
を　
差　

し　
引　
い　
た　
実
質
収
支　
は　
、　
４
億
７，　
１

２
３
万
円　
の　
黒
字　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

歳
入　
の　
主　
な　
内
容　
は　
、　
景
気　
の　
低

迷　
に　
よ　
る　
個
人
市
民
税　
の　
減
少　
や　
固

定
資
産
税　
の　
評
価
替　
な　
ど　
に　
よ　
り
、　

市
税
全
体　
で　
前
年
度　
に　
比　
べ　
1.9
％　
の　

減
少　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
が　
、　
市
税　
に　
次　

ぐ
重
要　
な　
財
源　
で　
あ　
り　
ま　
す
地
方
交

一
般
会
計

付
税　
が　
、　
6.4
％　
の　
増
加　
と　
な　
り
市
税

減
少
分　
が　
確
保　
さ　
れ　
た　
た　
め　
、　
歳
入

総
額　
で　
は　
前
年
度　
に　
比　
べ　
て
６
億
５，　

４
２
０
万
円
、
2.7
％　
の　
増
加　
と　
な　
り　

ま　
し　
た　
。　

一
方
、　
歳
出　
の　
主　
な　
内
容　
は　
、　
介

護
保
険
制
度
施
行　
に　
伴　
い　
老
人
福
祉

費　
が　
減
少　
し　
た　
も　
の　
の　
、　
平
成
11
年

度　
か　
ら　
繰
越　
さ　
れ　
た　
建
設
事
業
費　
の　

増
加　
に　
よ　
り
歳
出
総
額　
で　
は　
前
年
度　

に　
比　
べ　
て
４
億
９，　
４
３
７
万
円
、

2.1
％　
の　
増　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

目
的
税　
と　
し　
て　
課
税　
し　
て　
い　
ま　
す

都
市
計
画
税
１
億
９，　
６
２
６
万
円　

は　
、　
市
街
地
再
開
発
、　
土
地
区
画
整

理
、　
街　
な　
み　
環
境
整
備
、　
街
路
整
備

等　
の　
都
市
計
画
事
業　
な　
ど　
の　
財
源　
に　

都
市
計
画
税

充　
て　
ま　
し　
た　
。　

一
般
会
計
以
外　
の　
特
定　
の　
事
業　
を　

行
う
た　
め　
に　
設　
け　
ら　
れ　
て　
い　
る　
も　
の　

で　
、　
９　
会
計　
が　
あ　
り　
ま　
す
。　

平
成
12
年
度　
か　
ら　
は　
介
護
保
険

制
度
導
入　
に　
伴　
い　
、　
介
護
保
険
特
別

会
計　
を　
設
置　
し　
ま　
し　
た　
。　
ま　
た　
、　
下

水
道
事
業　
を　
企
業
会
計
移
行　
す　
る　

措
置　
と　
し　
て　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　
プ　
ラ　
ン　
ト　
整

備
事
業
特
別
会
計　
が　
新
設　
さ　
れ　
、　
平

成
12
年
度
末　
を　
も　
っ　
て　
、　
下
水
道
事

業
、　
農
業
集
落
排
水
事
業
及　
び　
コ　
ミ　

ュ　
ニ　
テ　
ィ　
プ　
ラ　
ン　
ト　
整
備
事
業
特
別
会

計　
は　
打　
ち　
切　
り
決
算　
を　
行　
い　
ま　
し　

た　
。　な　

お　
、　
平
成
13
年
度　
か　
ら　
は　
下
水

道
事
業　
と　
し　
企
業
会
計
処
理　
を　
行　
っ　

て　
い　
ま　
す
。　

・
病
院
会
計

地
域　
の　
中
核
病
院　
と　
し　
て　
、　
一
般

医
療　
の　
確
保
及　
び　
水
準　
の　
向
上　
の　
み　

企
業
会
計

特
別
会
計

な　
ら　
ず
、　
他　
の　
医
療
機
関　
で　
対
応　
す　

る　
こ　
と　
が　
困
難　
な　
、　
救
急
、　
循
環
器
、　

リ　
ハ　
ビ　
リ　
テ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
等　
の　
特
殊
的
又

先
駆
的　
な　
医
療
及　
び　
在
宅
医
療　
な　
ど　

積
極
的　
に　
取　
り
組　
む　
と　
と　
も　
に　
経
営

健
全
化　
の　
推
進　
に　
努　
め　
ま　
し　
た　
。　

・
水
道
会
計

事
業　
の　
効
率
化　
を　
進　
め　
る　
と　
と　
も　

に　
、　
水
質
保
全　
と　
安
全
供
給　
を　
図　
る　

た　
め　
管
網
整
備　
（　
ル　
ー　
プ　
化
工
事
）　

並　
び　
に　
送
水　
ポ　
ン　
プ　
場
無
人
化　
の　
事

業　
を　
推
進　
し　
ま　
し　
た　
。　
ま　
た　
、　
特　
に　

収
入　
の　
確
保
及　
び　
経
費　
の　
節
減　
な　
ど　

に　
よ　
り
健
全
化　
に　
努
力　
し　
ま　
し　
た　
。

市
民　
の　
皆
さ　
ん　
の　
税
金
を　
お　
預　
か　
り　
し　
て　
、　
人　
づ　
く　
り　
ま　

ち　
づ　
く　
り　
を　
進　
め　
て　
き　
ま　
し
た　
。　
平
成
12
年
度　
の　
決
算　
が　
ま

と　
ま　
り　
ま　
し
た　
の　
で　
、　
一
般
会
計
を　
中
心　
に　
概
要
を　
お　
知　

ら　
せ　
し　
ま　
す　
。

一般会計を
市民１人あたりでみると

（人口52,034人　平成13年3月31日現在）

12万6,315円

46万7,404円

負担した税金

使われたお金

一般会計歳入 249億9,875万円（単位：千円）

科　目 決算額 科　目 決算額 科　目 決算額

市 税 6,572,651 地方特例交付金 211,293 県 支 出 金 992,705

地 方 譲 与 税 217,114 国有提供施設等所在
市町村助成交付金 29,033 財 産 収 入 36,671

利子割交付金 258,281 地 方 交 付 税 4,940,910 寄 付 金 23,134

地方消費税交付金 504,302 交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金 5,923 繰 入 金 68,541

ゴ ル フ 場 利 用 税
交 付 金 122,811 分担金及び負担金 447,064 繰 越 金 518,023
特 別 地 方 消 費 税
交 付 金 305 使用料及び手数料 506.660 諸 収 入 3,201,434

自動車取得税交付金 163,868 国 庫 支 出 金 2,416,025 市 債 3,762,000

一般会計歳出 243億2,090万円（単位：千円）

教　育　費

1,924,107

商　工　費

802,333

土　木　費

3,407,767

消　防　費

856,605

衛　生　費

5,096,119

労　働　費

269,431

農林水産業費

1,941,396

議　会　費

210,064

総　務　費

1,741,962

民　生　費

4,150,727

公　債　費

2,451,658

諸 支 出 金

1,452,535

災害復旧費

16,199
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・
市
　
税

市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
。

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど

・
地
方
交
付
税

市
の
財
政
力
に
応
じ
て
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
お
金
。
そ
の
財
源
は

所
得
税
や
法
人
税
、
酒
税
な
ど

・
市
　
債

市
が
事
業
を
進
め
る
た
め
の
国

や
銀
行
な
ど
か
ら
の
借
入
金

・
諸
収
入

市
の
預
金
利
子
や
貸
付
金
の
元

利
収
入
な
ど

・
地
方
消
費
税
交
付
金

県
税
で
あ
る
地
方
消
費
税
の
一

部
が
交
付
さ
れ
た
も
の

・
衛
生
費

各
種
検
診
や
ご
み
及
び
し
尿
処

理
な
ど
の
経
費

・
民
生
費

高
齢
者　
や　
障
害
者
、　
児
童　
の　
た　
め　

の　
福
祉　
や　
生
活
保
護　
の　
た　
め　
の　
経
費

・
土
木
費

道
路
や
公
園
、
再
開
発
事
業
、

住
宅
な
ど
を
整
備
す
る
経
費

・
公
債
費

市　
が　
借　
り　
て　
い　
る　
お　
金　
の　
返
済
額

会　　計　　名

病 院 会 計
収益的収支 5,802,636 5,715,571 87,065

資本的収支 200,644 253,973 △ 53,329

収益的収支 1,808,491 1,741,403 67,088

資本的収支 748,750 886,342 △137,592

収益的収支 146,735 139,579 7,156

水 道 会 計

農業共済会計

企
業
会
計

収入総額 支出総額 差引収支額

（単位：千円）

会　　計　　名

特
　
別
　
会
　
計

歳　入 歳　出 収支額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 3,487,007 3,281,795 205,212

有 線 放 送 電 話 特 別 会 計 44,732 22,741 21,991

介 護 保 険 特 別 会 計 1,603,288 1,590,471 12,817

高齢者住宅整備資金貸付事業特別会計 5,838 4,733 1,105

公 園 墓 地 整 備 事 業 特 別 会 計 29,273 29,273 0

老 人 保 健 医 療 特 別 会 計 4,611,648 4,615,038 △ 3,390

下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,774,807 1,972,645 △197,838

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 957,693 857,912 99,781

コミュニティプラント整備事業特別会計 316,581 185,182 131,399

財
政
用
語
解
説

・
普
通
建
設
事
業
費

道
路
、
公
園
、
公
営
住
宅
、
学

校
等
公
共
施
設
の
新
増
設
等
の
建

設
事
業
費
　
　

・
繰
出
金

特
別
会
計
の
歳
入
不
足
を
補
う

た
め
の
経
費

・
補
助
費

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
及
び
企

業
会
計
へ
の
補
助
金

・
扶
助
費

高
齢
者
・
児
童
福
祉
、
生
活
保

護
等
の
制
度
に
基
づ
き
支
払
う
経

費

特別会計決算

企業会計決算

（単位：千円）
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加
西
市
平
成
12
年
度　
（
普
通
会
計
）　
財
務
諸
表
公
表

・
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
こ
れ
ま
で
蓄
え
て
き
た
資
産
の
面
か
ら
財
政
状
況
を
見
て
い
ま
す
。

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
は
、
行
政
活
動
を
資
金
の
流
れ
か
ら
み
た
も
の
で
あ
り
、
年
初
と
末
の
資
金

の
増
減
内
訳
を
示
し
た
も
の
で
す
。

・
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
に
ど
れ
く
ら
い
の
費
用
が
か
か
り
、
そ
れ
を
ど
の

よ
う
な
財
源
で
ま
か
な
っ
て
い
る
の
か
を
表
し
た
も
の
で
す
。
基
本
的
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
上
計
上
さ

れ
な
い
そ
の
年
度
限
り
で
使
用
さ
れ
る
費
目
に
つ
い
て
示
し
て
い
ま
す
。

平成12年度バランスシート （平成13年3月31日現在）
（単位：千円）

借　　方

【資産の部】

1. 有形固定資産 64,013,540

（うち土地 12,752,371）

2. 投資等 3,421,138

（1）投資及び出資金 251,361

（2）貸付金 915,046

（3）基　金 1,555,292

（4）退職手当組合積立金

699,439

3. 流動資産 3,623,478

（1）現金・預金 3,131,293

（2）未収金 492,185

資産合計 71,058,156

貸　　方

【負債の部】

1. 固定負債 27,620,617

（1）地方債 24,936,315

（2）債務負担行為 0

（3）退職給与引当金2,684,302

2. 流動負債 1,833,641

（1）翌年度償還予定額

1,833,641

（2）翌年度繰上充用金 0

負債合計 29,454,258

正味資産合計 41,603,898

負債・正味資産合計 71,058,156

キャッシュ・フロー計算書 （自平成12年4月1日～至平成13年3月31日）
（単位：千円）

収　　入 支　　出 差　　引

16,303,156 △10,098,156 6,205,000Ｉ 行政活動によるキャッシュ・フロー

3,871,790 △10,376,557 △ 6,504,767ＩＩ 投資活動によるキャッシュ・フロー

3,561,700 △ 2,386,557 1,175,173ＩＩＩ 財務活動によるキャッシュ・フロー

875,376ＩＶ 現金及び現金同等物の増減額

2,255,917Ｖ 現金及び現金同等物の繰越残高

3,131,293ＶＩ 現金及び現金同等物の年度末残高

①
資
本
形
成　
の　
世
代
間
負
担
比
率

社
会
資
本
の
整
備
の
結
果
を
示

す
有
形
固
定
資
産
と
正
味
資
産
の

割
合
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

れ
ま
で
の
世
代
に
よ
っ
て
負
担
さ

れ
た
分
の
割
合
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
12
年
度
に
お
い
て
有
形

固
定
資
産
が
36
億
５，　
１
０
０
万
円

増
加
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
地
方
債

残
高
が
18
億
７，　
７
０
０
万
円
増
加

し
た
た
め
、
有
形
固
定
資
産
に
占

め
る
正
味
資
産
の
割
合
に
は
増
減

が
生
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
し

地
方
債
の
増
加
に
よ
っ
て
、
こ
の

年
度
の
社
会
資
本
形
成
が
、
将
来

バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト

世
代
に
多
く
の
負
担
を
与
え
た
こ

と
を
示
し
ま
す
。

②
歳
入
予
算
額
の
資
産
比
率

資
産
合
計
は
社
会
資
本
形
成
の

総
額
を
表
し
て
お
り
、
資
産
合
計

が
市
の
収
入
合
計
の
何
年
分
に
該

当
す
る
か
を
算
出
す
る
に
は
、
資

産
合
計
／
歳
入
予
算
額
で
導
き
出

せ
ま
す
。
平
成
12
年
度
に
お
い
て

は
、
２．　
９
３
年
と
な
り
、
前
年
に

比
べ
０．　
１
０
年
増
加
し
ま
し
た
。

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
社
会
資
本

整
備
が
出
来
て
い
る
と
分
析
さ
れ

ま
す
が
、
本
市
で
は
収
入
の
伸
び

に
比
べ
、
建
設
事
業
の
伸
び
が
大

き
く
、
そ
の
結
果
資
産
合
計
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
そ
の
要
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

財
務
諸
表
分
析

http://
city.kasai.hyogo.jp/
gyosei/zaimu/zaisei/
index.htm

詳しくは

財政課
ホームページまで



「
移
転
支
出
的
な
コ
ス
ト
」
は
、

今
年
度
で
減
少
し
て
い
る
の
は
、

老
人
福
祉
の
扶
助
費
一
部
が
介
護

保
険
特
別
会
計
で
処
理
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
た
め
で
す
。「
人
に
か

か
る
コ
ス
ト
」
は
定
員
配
置
の
適

正
化
を
推
進
し
、
職
員
数
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
職
員
平
均

年
齢
の
上
昇
に
伴
う
給
与
手
当
、

退
職
手
当
引
当
金
繰
入
が
増
加
し

た
た
め
大
き
な
増
減
は
あ
り
ま
せ

ん
。
「
物
に
か
か
る
コ

ス
ト
」
は
介
護
保
険
特

別
会
計
へ
の
移
行
分
を

除
け
ば
緩
や
か
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
今
後
は

施
設
の
維
持
経
費
の
伸

び
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

一
般
的
に
行
政
コ
ス

ト
は
労
働
集
約
型
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
総

務
費
、
民
生
費
、
商
工

費
、
消
防
費
に
高
い
数

値
を
示
し
、
有
形
固
定

資
産
の
取
得
が
主
な
農

林
水
産
費
、
土
木
費
に

は
、
数
値
が
低
く
な
り

ま
す
。

行
政　
コ　
ス　
ト　
計
算
書

7

行政コスト計算書
（自平成12年４月１日～至平成13年３月31日） （単位：千円，％）

※行政コストの分類

1．人にかかるコスト…人件費など
2．物のかかるコスト…物件費、維持補修費など
3．移転支出的なコスト…補助金など
4．その他コスト…上記に属さないもの、災害復旧、借金の利息など

区　　　分 金　　　額 構成比

1．人にかかるコスト 4,339,385 27.6

2．物にかかるコスト 5,151,745 32.7

3．移転支出的なコスト 5,462,606 34.7

4．その他のコスト 784,417 5.0

行政コスト計（1＋2＋3＋4）A 15,738,153

1．使用料手数料等 1,413,525

2．国庫（県）支出金 1,932,786

3．一般財源 13,092,548

4．資産充当国庫（県）
支出金減価償却額

758,520

収入合計（1＋2＋3＋4）B

差引一般財源増減額　B－A

100.0

17,197,379

1,459,226

「
行
政
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ

ュ
・
フ
ロ
ー
」
は
、
福
祉
・
教
育

な
ど
様
々
な
経
常
的
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
の
事
務
費
や
人
件

費
の
現
金
収
支
で
す
。「
投
資
活
動

に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
」

は
道
路
・
公
園
・
学
校
等
有
形
固

定
資
産
の
取
得
に
当
た
る
現
金
収

支
で
、
こ
の
差
引
額
が
、「
行
政
活

動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
」

の
差
引
額
の
範
囲
内
で
収
ま
る
の

キ　
ャ　
ッ　
シ　
ュ　
・　
フ　
ロ　
ー　
計
算
書

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
財
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
」
は
地
方
債
の
発

行
と
元
利
償
還
の
現
金
収
支
に
当

た
り
ま
す
。
毎
年
、
元
利
の
償
還

額
以
上
に
地
方
債
の
借
入
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

投
資
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ

ュ
・
フ
ロ
ー
の
不
足
額
を
抑
え
、

財
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
の
収
支
均
衡
を
図
る
に
は
、

建
設
事
業
を
縮
小
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加加西西市市財財政政ののここここがが知知りりたたいい ＱＱ＆＆ＡＡ
質問 毎年、連続して黒字決算を発表されていますが、その一

方で市の財政状況は厳しいと聞いています。本当のところ

はどうなのでしょうか。

回答 黒字の決算額は１年単年で区切られた歳入と歳出の差引き

から導き出されます。しかしながら国や銀行から借金しても、

その金額は歳入に上がりますので、借金が多くなれば当然歳

入も増えます。黒字額が大きくなろうとも借金残高（有利子負

債）がそれ以上に膨らめば、市の財政全体から見れば決し

て健全であるとは言えないのです。右の表は全会計の市債

残高の推移です。平成1 3年度末では市民１人あたりの借金

残高が100万円を越える見込みとなります。

質問 私たちの支払った税金はどのように使われていますか。

回答 わかりやすく説明するために１万円の税金の使い道を右の表

にまとめました。目的別と性質別の２つの異なる区分けで表

示しています。

支払った1万円の使途
目 的 別 内 訳

公　債　費 1,740
民　生　費 1,490
土　木　費 1,460
総　務　費 1,440
衛　生　費 1,130
教　育　費 1,060
農林水産業費 930
消　防　費 500
議 会 費 外 250

合　計 10,000

支払った1万円の使途
性 質 別 内 訳

人　件　費 2,740
公　債　費 1,740
繰　出　費 1,230
建設事業費 1,190
物　件　費 1,110
補　助　費 1,090
扶 助 費 外 900

合　計 10,000

市 債 残 高

（円） （円）
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主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
基
本
理
念

地
球
社
会
の
一
員
と
し
て
、
大

量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄

型
社
会
経
済
構
造
を
見
直
し
、
生

活
様
式
や
企
業
活
動
を
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
省
資
源
・
循
環
型
社
会
へ

転
換
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
先

人
に
よ
っ
て
守
り
受
け
継
が
れ
て

き
た
自
然
の
恵
み
を
財
産
と
し
て
、

将
来
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、

率
先
し
て
、
自
主
的
か
つ
積
極
的

に
環
境
保
全
活
動
を
実
践
し
、
地

球
規
模
で
の
環
境
問
題
へ
の
解
決
、

自
然
保
護
、
自
然
と
の
共
生
、
環

境
負
荷
の
少
な
い
持
続
的
発
展
が

可
能
な
社
会
「
エ
コ
シ
テ
ィ
か
さ

い
」
の
創
造
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
基
本
方
針

加
西
市
は
、
基
本
理
念
を
も
と

に
、「
エ
コ
シ
テ
ィ
か
さ
い
」
の
創

造
に
向
け
て
、
次
の
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

（１）
「
地
球
規
模
で
考
え
、
足
元
か

ら
行
動
を
」
の
認
識
の
も
と
、
地

球
環
境
問
題
に
貢
献
す
る
よ
う
、

省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境

負
荷
の
低
減
等
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

（２）
廃
棄
物
の
発
生
の
抑
制
、
再
使

用
や
再
利
用
な
ど
を
進
め
、
市

民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な

っ
た
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

（３）
市
民
の
財
産
で
あ
る
か
け
が
え

の
な
い
自
然
を
積
極
的
に
保
全
し
、

既
存
た
め
池
を
中
心
に
多
様
な
動

植
物
が
生
息
で
き
る
良
好
な
自
然

環
境
の
保
護
、
自
然
を
大
切
に
す

る
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

（４）
環
境
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
を

育
む
た
め
、
家
庭
、
地
域
社
会
、

企
業
、
学
校
等
で
環
境
教
育
・
環

境
学
習
等
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

③
行
動
指
針

自
ら
の
事
務
・
事
業
に
係
る
環

境
負
荷
の
低
減
を
図
る
た
め
、
積

極
的
に
次
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
で
、
汚
染
の
予
防
に
努

め
ま
す
。

（１）
市
庁
舎
で
行
う
事
務
・
事
業
活

動
に
つ
い
て
、
国
際
標
準
規
格
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
そ
の
他
の
施
設
に
お
い
て

も
市
庁
舎
に
準
拠
し
た
取
り
組
み

を
実
施
し
、
電
気
、
燃
料
、
用
紙
、

水
等
の
使
用
量
の
削
減
、
廃
棄
物

の
減
量
化
、
グ
リ
ー
ン
調
達
と
と

も
に
職
員
に
対
す
る
環
境
保
全
・

創
造
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
ま

す
。

（２）
ご
み
の
発
生
抑
制
と
ご
み
の
分

別
を
進
め
、
再
利
用
・
再
使
用

（
リ
サ
イ
ク
ル
）
を
基
本
に
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
向
け
た
総
合
的
な

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

（３）
貴
重
な
自
然
の
保
護
、
生
物
多

様
性
の
保
全
、
自
然
と
の
共
生
、

た
め
池
を
中
心
と
し
て
、
野
鳥
や

昆
虫
な
ど
多
様
な
生
き
物
が
生
息

で
き
る
ビ
オ
ト
ー
プ
の
保
全
・
創

出
、
里
山
林
の
再
生
、
緑
化
の
推

進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
団
体
の
支

援
等
の
活
動
促
進
、
公
共
工
事
の

計
画
、
設
計
、
施
工
に
あ
た
っ
て

は
、
地
域
環
境
特
性
や
事
業
特
性

を
ふ
ま
え
て
可
能
な
限
り
環
境
配

慮
を
行
い
ま
す
。

（４）
環
境
教
育
・
環
境
学
習
が
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
を
指
向
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
十
分
踏
ま
え
、

多
様
な
学
習
機
会
・
場
の
継
続

的
・
段
階
的
な
提
供
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

こ
の
環
境
方
針
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
環
境
対
策
室
（
電

話
42
│
８
７
３
１
）
ま
で
。

加
西
市　
で　
は　
、　
21
世
紀
を

″　環
境　
の　
世
紀
″　
と　
位
置
付　
け　
、　
市
庁
舎　
に　

お　
い　
て　
国
際
標
準
化
機
構　
の　
環
境　
マ　
ネ　
ジ　
メ　
ン　
ト　
シ　
ス　
テ　
ム　
（　
Ｉ　
Ｓ　
Ｏ　
１　
４　

０　
０　
１　
）　
の　
構
築
を　
進　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　
Ｉ　
Ｓ　
Ｏ　
１　
４　
０　
０　
１　
は　
事
業
所　
な　

ど　
の　
組
織　
が　
環
境　
に　
与
え　
る　
影
響
を　
、　
環
境
法
規
を　
遵
守　
し　
つ　
つ　
、　
自
主

的　
な　
取　
り　
組　
み　
で　
汚
染　
の　
防
止　
と　
継
続
的　
な　
改
善
を　
図　
る　
た　
め　
の　
仕
組　
み　

を　
定　
め　
た　
国
際
規
格　
で　
す　
。　
こ　
の　
Ｉ　
Ｓ　
Ｏ　
１　
４　
０　
０　
１　
の　
構
築　
に　
あ　
た　
り　

そ　
の　
基
本　
と　
な　
る　
、　
加
西
市
環
境
方
針
を　
市
長
自　
ら　
が　
策
定　
し　
ま　
し　
た　
。

加
西
市
環
境
方
針
を
策
定

平成13年度
9月 加西市環境管理組織及び環境管理委員会を設置

基本的事項の明確化・実施計画の策定・体制整備
10月 ISO14001部会員システム構築研修
12月 環境管理マニュアル（案）環境側面調査（案）の

作成
1月 加西市環境方針策定

環境側面調査・法的規制調査の実施
2月 環境目的・目標の設定
3月 規定文書類の作成

平成14年度
5月 職員研修の実施
6月 内部環境監査員養成研修

市長によるシステム全体の整合性チェックシス
テム運用

8月 内部環境監査の実施
9月 市長によるシステムの見直し

登録審査機関による文書審査
10月 登録審査機関による事前審査
11月 登録審査機関による本審査
12月 ISO14001国際認証の取得

市庁舎環境マネジメントシステム
（ISO14001）構築スケジュール

※この環境方針の全文については、インターネットホームページ、市の各施設において公表しています。
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源
泉
徴
収
票
、
給
与
支
払
報
告

書
な
ど
の
「
法
定
調
書
」
は
１
月

31
日

（木）
ま　
で　
に　
提
出　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

提
出　
す　
る　
主　
な　
法
定
調
書　
の　
種
類　

と　
提
出
先

☆
税
務
署　
に　
提
出
す
る　
も　
の

・
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

・
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収
票

・
報
酬
、
料
金
、
契
約
金
及
び
賞

金
の
支
払
調
書

・
不
動
産
等
の
譲
受
け
対
価
の
支

払
調
書

・
不
動
産　
の　
使
用
料
等　
の　
支
払
調
書

・
不
動
産
等
の
売
買
又
は
貸
付
あ

っ
せ
ん
手
数
料
の
支
払
調
書

・
源
泉
徴
収
票
の
合
計
票

問
合
先

社
税
務
署
資
料
情
報
担
当

（
電
話
０
７
９
５
│
42
│
０
２
２
３
）

☆
市　
に　
提
出
す
る　
も　
の

・
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
票
・

個
人
別
明
細
書
）

問
合
先

税
務
課
税
制
係

（
電
話
42
│
８
７
１
２
）

―
事
業
主　
の　
皆
様　
へ　
―

源
泉
徴
収
票
等　
の　

提
出　
に　
つ　
い　
て

日
　
時

１
月
31
日

（木）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

場
　
所

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

問
合
先

社
税
務
署

（
電
話
０
７
９
５
│
42
│
０
２
２
３
）

固
定
資
産
税
に
か
か
る
償
却
資

産
の
申
告
は
１
月
21
日

（月）
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先

税
務
課
資
産
税
係

（
電
話
42
│
８
７
１
３
）

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。
廃
車
、
名
義
変
更
の

手
続
き
は
３
月
15
日

（金）
ま
で
に
し

て
く
だ
さ
い
。

※
盗
難
、
解
体
等
に
よ
り
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
が
な
い
場
合
で
も
届

原
付
・
軽
自
動
車　
の　

廃
車　
は　
お　
早　
め　
に

償
却
資
産
の
申
告

―
確
定
申
告　
書
が　
新　
し　
く　
な　
り　
ま　
す
―

平
成
13
年
分
所
得
税
、

消
費
税
確
定
申
告
説
明
会

け
出
が
必
要
で
す
。

届
出
先

・
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊

車
両
（
ト
ラ
ク
タ
ー
等
）
は
、
税

務
課
税
制
係（
電
話
42
│
８
７
１
２
）

・
軽
三
輪
、
軽
四
輪
　
軽
自
動
車

は
、
検
査
協
会
兵
庫
事
務
所
姫
路
支
所

（
電
話
０
７
９
２
│
31
│
４
１
０
１
）

・
軽
二
輪
、
二
輪
の
小
型
自
動
車

は
、
姫
路
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

（
電
話
０
７
９
２
│
31
│
４
８
０
０
）

今
年
の
確
定
申
告
の
医
療
費
控

除
を
受
け
ら
れ
る
国
保
加
入
者
の

方
で
、
高
額
療
養
費
の
申
請
が
ま

だ
の
方
は
、
必
ず
確
定
申
告
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

同
じ
人
が
、
同
じ
月
内
に
、
同

じ
医
療
機
関
で
左
記
の
限
度
額
を

超
え
て
一
部
負
担
金
を
支
払
っ
た

と
き
、
そ
の
超
え
た
分
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

自
己
負
担
額
の
上
限
額

住
民
税
課
税
世
帯

上
位
所
得
者
（
基
礎
控
除
後
の
総

所
得　
が　
６　
７　
０　
万　
を　
超
え　
る　
世
帯
）

１
２
１，　
８
０
０
円
＋　（
全
体
医

療
費
│
６
０
９，　
０
０
０
円
）　×
１
％

上
位
所
得
者
以
外
の
人

６
３，　
６
０
０
円
＋　（
全
体
医
療

費
│
３
１
８，　
０
０
０
円
）　×
１
％

住
民
税
非
課
税
世
帯

３
５，　
４
０
０
円

申
請
に
必
要
な
も
の

平
成
13
年
の
医
療
機
関
の
領
収

書
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、

印
鑑
、
預
金
通
帳

確
定
申
告　
を　
す　
る　
前　
に　

国
保　
の　
高
額
療
養
費
申
請　
を
!

問
合
先

保
険
課
国
保
医
療
係

（
電
話
42
│
８
７
２
１
）

今
年
度
の
健
康
優
良
世
帯
は
１

年
間
無
受
診
世
帯
が
１
６
５
、
３

年
間
無
受
診
世
帯
が
51
で
し
た
。

１
年
の
世
帯
に
電
波
式
ス
ヤ
ス
ヤ

ボ
イ
ス
（
９，　
３
０
０
円
）、
３
年

の
世
帯
に
足
裏
専
用
低
周
波
治
療

器
（
１
７，　
０
０
０
円
）
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
で
は
、
健
康
優

良
世
帯
表
彰
を
は
じ
め
医
療
費
通

知
事
業
、
人
間
・
脳
ド
ッ
ク
助
成

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

健
康
長
寿
課
や
教
育
委
員
会
と
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
健
康
福
祉

ま
つ
り
、
寝
た
き
り
０
の
推
進
事

業
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
大
会
、
加

西
ロ
マ
ン
の
里
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

傷
病　
の　
予
防　
や　
健
康　
づ　
く　
り　
の　
た　

め　
に　
行　
っ　
て　
い　
る　
こ　
れ　
ら　
の　
保
健
事
業　

に　
積
極
的　
に　
ご　
参
加　
く　
だ　
さ　
い　
。

問
合
先

保
険
課
国
保
医
療
係

（
電
話
42
│
８
７
２
１
）

健
康
優
良
世
帯　
に　

記
念
品　
を　
贈
呈

市・県民税第4期分、国民健康保険税・介護
保険料（普通徴収）第7期分の納期限は

11月3311日（木）です。
納期内完納にご協力をお願いします。

問合先 税務課（��8712）

平成13年度

税税
務務
課　課　
か　か　
ら　ら　
の　の　
お　お　
知知
ら　ら　
せせ

国
保
医
療
係　
か　
ら　
の　
お　
知　
ら　
せ



サンタ列車大人気
最多の2050人が乗車
　加西の冬の風物詩「サンタ列車」を過去最多の

2050名が楽しみました。サンタ役のボランティア

の方々の熱演に園児たちは大喜びでした。

富合小学校へ蛍の幼虫を寄贈
　12月19日（水）、4年生の川の環境を考え

る学習に役立ててもらおうと市からホタルの

幼虫が富合小学校に贈られました。飼育され

たホタルの幼虫は3月に学校近くの万願寺川

に放流される予定です。

　毎年恒例となっているフラワーセンターの

干支の花時計。今年は紅白の葉ボタンや黄色

のビオラで天駈ける白馬が描かれています。

かわいいサンタさんから入院患者にプレゼント

　12月7日(金)、愛の光幼稚

園（宮崎幸子園長）の園児8名

が加西病院を訪問し、入院患

者の方々に「早く良くなって、

元気になってください。」と声

をかけながら手作りのクリス

マスプレゼントを手渡しました。

市民生活に関する情報等提供で
郵便局と覚書
　12月19日（水）、ごみの不法投棄の目撃情報や道

路の損傷状況といった生活情報を郵便局員から提供し

てもらう「覚書」を、市は加西郵便局（廣瀬政男局長）

及び市内8特定郵便局との間で取り交わしました。

交通安全呼びかけ「飛び出し坊や」を設置

つるを踏まずに楽しく
イチゴ狩り

　イチゴの高設土耕栽培に取り組

む野田純司さん（北条）が東剣坂

町のハウスに賀茂保育園児を招待。

園児たちはちょうど顔の高さにな

ってとりやすいイチゴに舌鼓を打

ちました。

　年末の加西のまちを大掃除しようと、（社）倫理研究

所加西地区の呼びかけに約100人の市民の皆さんが参加。

市役所周辺から加西インター、丸山公園など市内数箇所

でごみ拾いが行われました。

加西の幼・保を考える会

　12月2日（日）市役所多目的ホールで、市長・

教育長をはじめ関係幹部と幼児の保護者らを中

心に「加西市の幼稚園や保育園のあり方」に関

心のある方々との懇談会が開催され、多くの貴

重な意見が寄せられました。

郡市区対抗駅伝に向け加西市チーム発進

　2月3日（日）に行われる兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会

に向け、活躍が期待される加西市男女各チームが合同練習

を開始。

候補選手等は次のとおり

男子チーム

監督：稲岡　進（加西養護学校教諭）マネージャー：小坂卓司（泉中学校教諭）

男子候補選手

細見幸司（播磨農高教諭）山端良尚（トクセン工業）岡田展彦（兵庫県警）

大西亮輔（中央学院大）井上貞利（県立農大）石原佳明（加西陸協）

岩本　望（播磨農高）黒田祐太（社高）安富雄大（北条高）深田真史（北条高）

吉田修士（北条高）國田雅徳（北条高）石野誠慈（北条中）宮永拓也（北条中）

宮永大亮（北条中）小田典和（善防中）西村侑樹（加西中）小谷　実（加西中）

田中祐太朗（加西中）森田悠矢（加西中）吉田博信（泉中）

女子チーム

監督：植田正吾（善防中教諭）マネージャー：織邊　剛（北条高教諭）

女子候補選手

高見早起子（岡山大）三宅　慶（北条高）三宅裕子（夙川学院高）

高見美帆（北条高）吉田　恵（北条高）石野麻奈（北条中）中川恵理（北条中）

田中千賀（善防中）岩　有美（善防中）

　12月14日（金）、浅野家代々並

びに四十六士の霊牌が祀られる川

上山久学寺で恒例の義士祭が盛大

にとり行われました。今年は討ち

入りから300年目に当たり、加西

市では秋に忠臣蔵ゆかりの地の首

長が会する「忠臣蔵サミット」が

開催されます。

去来川章三さんの干支の置物寄贈
十二支が揃う

Town Topics Town Topics Town TopicsTown TopicsTown TopicsTown Topics
タウントピックスタウントピックス
まちの話題

タウントピックス…………………………まちの話題

　12月27日（木）、

去来川章三さん（古坂）

から今年の干支「午」

の置物を市へ寄贈いた

だきました。去来川さ

んは彫刻家・北村西望

さんの干支の置物の寄

贈を毎年続け、これで

十二支が揃いました。

2001年を大掃除クリーンアースデー

午の花時計登場

市役所エントランスホールに展示。

久学寺で義士祭

　加西市交通安全協会

西在田支部（金沢牧博支

部長）が西在田小学校

区内に50体の飛び出し

坊やを設置。写真は同

支部員の切り抜いた型

に色を塗る小学生。
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12
月
８
日

（土）
、
障
害
を
持
つ
女

性
の
た
め
の

″　干
支
の
押
し
絵
教

室
″
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は

６
名
と
、
少
し
寂
し
か
っ
た
け
れ

ど
、
そ
の
分
、
細
か
い
所
ま
で
し

っ
か
り
と
指
導
し
て
い
た
だ
き
、

見
事
な
出
来
ば
え
に
皆
さ
ん
大
満

足
で
し
た
。

扱
い
や
す
い
布
は
す
ん
な
り
と

く
る
め
た
の
で
す
が
、
西
陣
織
り

の
分
厚
い
布
に
四
苦
八
苦
!

今
回

は
ア
イ
ロ
ン
ま
で
使
っ
て
作
業
を

し
ま
し
た
。

約
３
時
間
、
続
け
て
作
業
に
取

り
組
ん
だ
の
で
す
が
、
完
成
品
を

前
に
す
る
と
、
疲
れ
も
ふ
き
と
び

ニ
ッ
コ
リ
!

皆
さ
ん
良
い
新
年
を
迎
え
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

加
西　
で　
生　
ま　
れ　
加
西　
か　
ら　
広　
が　
る　
日
本　
の　
新　
し　
い　
文
芸

型　
に　
と　
ら　
わ　
れ　
ず
自
由　
に　
心　
の　
ま　
ま　
を　
表
現　
す　
る

干干
支支
のの
押押
しし
絵絵
教教
室室

愛　
の　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア

１
〜
２
月
は
降
水
量
が
少
な
く
、

空
気
が
乾
燥
し
強
風
が
吹
く
気
象

条
件
の
た
め
に
、
毎
年
、
焼
却
火

関
係
（
畦
焼
き
・
ゴ
ミ
焼
き
）
が

原
因
で
多
く
の
火
災
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

特
に
畦
焼
き
を
、
町
内
一
斉
に

地
元
消
防
団
警
戒
の
も
と
行
わ
れ

て
い
る
自
治
会
で
は
、
火
災
に
至

る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
個
人
で
行
わ
れ
る
畦
焼
き
に

つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
か
ら
多
く
の
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

・
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
時
や
風

の
強
い
日
は
行
わ
な
い
。

・
水
バ
ケ
ツ
、
消
火
器
、
ポ
ン
プ

等
の
消
火
器
具
を
準
備
す
る
。

・
風
向
き
に
注
意
し
、
一
度
に
た

く
さ
ん
燃
や
さ
な
い
。

・
完
全
に
消
え
る
ま
で
火
の
そ
ば

を
離
れ
な
い
。

ど
ん
な
暖
房
器
具
を
使
っ
て
い

て
も
、
部
屋
の
湿
度
は
低
下
し
カ

ラ
カ
ラ
に
な
っ
て
き
ま
す
。

湿
度
が
低
く
な
る
と
、
の
ど
が

痛
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
外
気

中
の
ウ
イ
ル
ス
の
進
入
を
防
い
で

く
れ
て
い
る
「
扁
桃
腺
」
が
は
れ

て
、
結
果
と
し
て
風
邪
を
ひ
き
や

す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

乳
幼
児
、
高
齢
者
の
方
は
、
特

に
用
心
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
部
屋
の
空
気
が
乾
燥
し
な
い
よ

う
湿
度
は
60
〜
70
％
に
保
つ
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
４
日

曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
は
、
第
４
日
曜
日

以
外
の
日
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

家
族
の
命
が
救
え
る

市
民
救
命
士
講
習
会

部
屋　
の　
加
湿

を　
お　
忘　
れ　
な　
く

す
。
時
間
・
場
所
等
は
消
防
本
部

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
を
受

講
し
て
か
ら
３
年
を
経
過
さ
れ
た

方
は
、
救
命
技
能
を
維
持
向
上
す

る
た
め
に
、
再
講
習
を
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

も
し
も
の
時
の
た
め
に
、
一
家

に
一
人
は
応
急
手
当
を
覚
え
ま
し

ょ
う
。

問
合
先
　
加
西
市
消
防
本
部
（
電

話
42
│
０
１
１
９
）
警
防
課
救
急
係

ま
で
。

☆　
ハ　
ー　
ト　
to
ハ　
ー　
ト　
講
習
会

11
月　
の　
受
講
者

〔
新
規
受
講
者
　
　
　
１
２
４
名
〕　

▽　
在
田
地
区
自
主
防
災
組
織

13
名

▽　
下
道
山
町
自
主
防
災
組
織

20
名

▽
三
洋
電
機

（株）
回
転
機
事
業
部

加
西
管
理
セ
ン
タ
ー

29
名

▽　
九
会
校
区
女
性
セ
ミ
ナ
ー

22
名

▽　
県
立
農
業
大
学
校
学
生

25
名

▽　
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

12
名

▽　
一
般
受
講
者

３
名

松
本
ち
か
こ
・
高
倉
知
子

岡
田
弘
子

〔
再
講
習
者
　
　
　
　
　
　
27
名
〕　

▽
在
田
地
区
自
主
防
災
組
織
７
名

▽　
下
道
山
町
自
主
防
災
組
織

４
名

▽　
九
会
校
区
女
性
セ
ミ
ナ
ー

２
名

▽　
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

14
名

畦
焼
き　
に　
は　
十
分

注
意　
し　
て
く
だ　
さ　
い

風
と
迂
回
し
て
見
付
け
た
虹
の
根
っ
こ
の
靜
謐

叩
か
れ
る
ボ
ー
ル
の
傷
つ
き
や
す
さ
を
知
る

耳
の
奥
に
棲
み
つ
い
た
虫
と
対
話
し
て
い
る

消
し
ゴ
ム
適
度
の
丸
み
を
つ
け
僕
の
裏
側
も
消
す

重
箱
の
底
ま
で
み
す
か
さ
れ
て
居
直
る

錯
乱
の
木
も
林
の
賑
わ
い
に

時
間
の
酔
ざ
め
電
池
古
び
て
来

呟
く
風
　
囁
く
風
　
無
風
と
い
う
抵
抗
勢
力

岡
　
　
夕
花

山
本
　
二
昭

北
村
　
栄
一

荻
野
　
　
享

辻
　
　
美
沙

佐
治
　
　
靖

い
し
だ
　
實

井
塚
　
理
人
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乳乳 幼幼 児児 健健 診診

■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成13年11月生れの乳児 １月22日（火） 午後１時～２時

《平成13年12月生れの乳児 ２月26日（火）》

■4カ月児健診…毎月第1水曜日

平成13年９月生れの乳児 ２月６日（水） 午後１時～２時

《平成13年10月生れの乳児 ３月６日（水）》

■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日

平成12年８月生れの幼児 ２月12日（火） 午後１時～２時

《平成12年９月生れの幼児 ３月12日（火）》

■3歳児健康診査…毎月第3火曜日

平成10年12月生れの幼児 ２月19日（火） 午後１時～２時

《平成11年１月生れの幼児 ３月19日（火）》

■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日

希望者 ２月13日（水） 午後１時～２時

《３月13日（水）》

■離乳食講習会…毎月第2水曜日

希望者 ２月13日（水） 午後１時～１時30分

エプロンをご持参下さい。 《３月13日（水）》

■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第3木曜日

２月21日（木） 午前９時～９時30分

《３月20日（水）》 講習は２時間程度

※印かん・筆記用具を持参ください。

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日におこし下さい。

★健診、相談には、母子健康手帳をご持参下さい。

★問合先 健康長寿課（電話42-８７２３）

休休 日日 のの おお 医医 者者 ささ んん

1月 13日（日） おりた外科胃腸科医院 （北条町・電話42-６０００）

14日（月） 荒木医院 （北条町・電話43-９７１１）

20日（日） 小野寺医院 （王子町・電話48-３７３７）

27日（日） 西村医院 （中野町・電話49-０００１）

2月 3日（日） 米田病院 （尾崎町・電話48-３５９１）

10日（日） つつみ神経内科 （野上町・電話45-２０５０）

11日（月） みのりクリニック （下宮木町・電話49-８４７０）

17日（日） 田仲クリニック （北条町・電話42-４９５０）

※変更になることがありますので、お確かめください。

新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書
桃源郷の人々 （青木雄二著）
映画少年 （伊藤昌洋著）
雨を見たいかい （上野哲也著）
魚の声 （内海隆一郎著）
モダン東京の検屍官（川田弥一郎著）
永久帰還装置 （神林長平著）
鉢屋秀吉 （黒須紀一郎著）
閉じたる男の抱く花は（図子　彗著）
場所 （瀬戸内寂聴著）
素晴らしい一日 （平　安寿子著）

変身のためのオピウム
（多和田葉子著）

青空のルーレット （辻内智貴著）
ダーク・ムーン （馳　星周著）
曼荼羅道 （坂東眞砂子著）
花実のネットワーク （平田　敬著）
ドリームバスター （宮部みゆき著）
人が見たら蛙に化れ（村田喜代子著）
海の斜光 （森村誠一著）

ほか

市市立立図図書書館館だだよよりり

〔おはなし会〕2月9日（土）（午後2時から30分程度）

〔休館日〕月曜日・1月15日（火）・20日（日）・2月12日（火）

高見佳
よし

宣
き

ちゃん（河内）

1歳10カ月

〈ママの一言〉

お姉ちゃんと仲良く、いつ

も元気いっぱいの佳宣でいて

ネ!
パパ・隆広さん

ママ・理恵さん

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）

２月５日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）

２月５日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）

毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）

２月７日（木）健康福祉会館

２月14日（木）農村環境改善センター・１月17日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談

１月24日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午

■市民相談 月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）

毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境対策室

■教育相談 月～金曜日午前８時30分～午後５時　教育研修所

相相 談談

パパパパ・・ママママククララブブ
妊娠５～６ヵ月のママとパパ　１月19日（土）午前９時30分～10時
妊娠８ヵ月以降のママとパパ　２月16日（土）午前９時30分～10時

問合先 健康長寿課（電話42-8723）

★電話でご予約の上、参加下さい。

ぼくの夢
九会小学校６年

織　辺　博　也くん

※ほんの一部です。

このコーナーに掲載を希望さ
れる方は、写真とメッセージを〒
6 7 5 - 2 3 9 5 加西市役所秘書広
報課まで（電話42-8701）



14

2 0世紀は、戦争と平和の間を大きく揺れ動きなが

ら、世界中の人々に人権尊重の重要性が認められる

ようになった時代です。「人権の世紀」とも呼ばれる

2 1世紀になって、私たちは人権をどのように捉えて

いけばよいのでしょうか。

今、私たちには、子どもたちに権利の行使には責

任が伴うということを、人権教育の取り組みを通して

しっかりと身につけさせることが求められています。

具体的には、子どもたちに、自分で考え、判断し、

決定する機会を数多く体験させる中で、行動の結果

に対して自省する態度や、責任感を身につけさせる

ことによって、子どもたちも責任ある社会の一員であ

るという「市民意識」の醸成を図っていく必要があり

ます。

学校・家庭・地域が連携して、子どもたちが権利

に伴う責任を自覚して、自他の人権を尊重した生き

方を身につけられるよう育んでいきたいものです。

お互いの人権が共に尊重され、それぞれの幸福を

最大限に追求することができる平和でこころ豊かな

社会。これこそが「人権という普遍的な文化」の花

開いた社会であり、そこでは子どもたちの瞳は希望

で光り輝き、共に生きる喜びに満ちていることでしょ

う。

☆人権を尊重した生き方を育む

21世紀を人権の世紀に

三
口
稲
所
遺
跡
・
市
場
遺
跡　
は　
、　

三
口
町　
に　
所
在　
し　
善
防
川　
の　
両
岸　
に　

営　
ま　
れ　
た　
集
落
跡　
で　
す
。　

北
岸　
を　
三
口
市
場
遺
跡
、　
南
岸　

を　
三
口
稲
所
遺
跡　
と　
区
分　
し　
て　
呼　
ん　

で　
い　
ま　
す　
が　
、　
本
来　
は　
単
一　
の　
集
落

跡　
だ　
っ　
た　
の　
か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
。

両
遺
跡　
は　
、　
平
安
時
代　
か　
ら　
鎌
倉

時
代　
（
約　
９　
０　
０　
年　
〜　
７　
０　
０　
年
前
）　

に　
か　
け　
て　
の　
掘
立
柱
建
物

ほ
っ
た
て
ば
し
ら
た
て
も
の

、　
溝
跡
、　

土ど

坑こ
う

、　
井
戸
、　
炭
焼
き　
窯
跡　
が　
発
見　

さ　
れ　
、　
多　
く　
の　
須す

恵え

器き

や　
土は

師じ

器き

が　

出
土　
し　
ま　
し　
た　
。

特　
に　
、　
三
口

市
場
遺
跡　
で　
は　

集
落
跡　
か　
ら　
少　

し　
北　
に　
離　
れ　
た　

地
点　
で　
、　
10
基

以
上　
の　
炭
焼
き　

窯
跡　
が　
発
見　
さ　

れ　
ま　
し　
た　
。　

105

三
口
稲
所

い
な
じ
ょ

遺
跡
・
三
口
市
場
遺
跡
…
三
口
町

平
安
時
代　
か　
ら　
鎌
倉
時
代　
の　
集
落
跡　
を　
発
見

工
人
達
の
集
落
か
？

位置図

本
校　
で　
は　
、　「
開　
か　
れ　

た　
学
校　
づ　
く　
り
」　
を　
推

進　
す　
る　
た　
め　
に　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　
行
事　
を　
行　

っ　
て　
い　
ま　
す
。　

開　
か　
れ　
た　
学
校　
と　
は　
、　
学
校　
を　
保

護
者　
や　
地
域　
の　
方
々　
に　
開
放　
す　
る　
と　

い　
う
意
味
も　
あ　
り　
ま　
す　
が　
、　
地
域　
に　

出　
か　
け　
て　
行　
っ　
て　
学
校　
を　
知　
っ　
て　
も　
ら　

う
意
味
も　
あ　
り　
ま　
す　
の　
で　
、　
地
域　
に　

出　
か　
け　
て　
行　
っ　
て　
学

校　
を　
知　
っ　
て　
も　
ら　

う
、　
学
校
外　
で　
の　

直
接
体
験
活
動　
を　

行　
っ　
て　
い　
ま　
す
。　

・
さ　
つ　
ま　
い　
も　
祭　
り　

は　
「
創
意
工
夫　
し　
、　

全
学
年　
の　
児
童　
が　

協
力　
し　
合　
っ　
て　
祭　
り　

を　
作　
り
上　
げ　
る　
。」　

「
地
域　
の　
高
齢
者　
の　

方
々　
と　
の　
ふ　
れ　
合　
い　

を　
通　
し　
て　
自
分　
の　
生
き　
方　
に　
つ　
い　
て　
学　

ぶ　
。」　
こ　
と　
を　
目
的　
に　
毎
年
行　
わ　
れ　
て　

い　
ま　
す
。　
学
校
近　
く　
の　
休
耕
田　
を　
借　

り
、　
全
校
児
童　
が　
た　
て　
割　
り　
の　
グ　
ル　

ー　
プ　
に　
分　
か　
れ　
て　
協
力　
し　
合　
い　
、　
さ　
つ　

ま　
い　
も　
を　
育　
て　
ま　
す
。　
そ　
し　
て　
収
穫　

し　
た　
さ　
つ　
ま　
い　
も　
で　
さ　
つ　
ま　
汁
・
さ　
つ　

ま　
蒸　
し　
パ　
ン　
等　
を　
作　
り
、　
招
待　
し　
た　

地
域　
の　
高
齢
者　
の　
方
々　
に　
食　
べ　
て　
も　

ら　
い　
ま　
す
。　
ま　
た　
、　
お　
神
輿　
の　
練　
り

歩
き　
、　
お　
も　
ち　
ゃ　
作　
り
、　
歌　
や　
お　
ど　

り　
な　
ど　
、　
各
学
年　
で　
出　
し　
物　
を　
披
露　

し　
て　
ふ　
れ　
合　
い　
を　
深　
め　
ま　
す
。

・
も　
ち　
つ　
き　
大
会　
は　
、　
学
校
・
Ｐ　
Ｔ　

Ａ
・
子　
ど　
も　
会　
が　
連
携　
を　
深　
め　
る　
中　

で　
福
祉　
の　
心　
を　
育　
て　
る　
た　
め　
に　
行　
っ　
て　

い　
ま　
す
。　
う
す　
と　
き　
ね　
を　
使　
っ　
て　
も　

ち　
を　
つ　
く
家
庭　
が　
少　
な　
い　
今
、　
日
本　

の　
伝
統
行
事
・
文
化　
を　
学　
ぶ　
こ　
と　
に　

と　
て　
も　
役　
に　
立　
っ　
て　
い　
ま　
す
。　

つ　
き　
終
え　
た　
も　
ち　

は　
会
話　
を　
交　
わ　
し　
な　

が　
ら　
食　
べ　
る　
の　
で　
す　

が　
、　
一
番　
の　
目
的　
は　

特
別
養
護
老
人　
ホ　
ー　

ム　
「
第
二　
サ　
ル　
ビ　
ア　

荘
」　
を　
訪
問　
し　
、　
高

齢
者
の　
方　
に　
紅
白　
の　

も　
ち　
を　
プ　
レ　
ゼ　
ン　
ト　

す　
る　
こ　
と　
に　
あ　
り　
ま　

す
。　
そ　
の　
時　
に　
は　
児

童　
た　
ち　
が　
一
緒　
に　
歌　

っ　
た　
り
、　
得
意　
の　
け　
ん　
玉　
を　
披
露　
し　

た　
り
、　
最
後　
に　
は　
参
加　
し　
て　
い　
た　
だ　

い　
た　
方　
と　
す　
べ　
て　
の　
子　
ど　
も　
た　
ち　
が　
握

手　
を　
し　
、　
感
動　
の　
ひ　
と　
時　
を　
過　
ご　
し　

ま　
す
。　
人　
と　
人　
と　
の　
出
会
う　
こ　
と　
の　

大
切　
さ　
、　
世　
の　
中　
に　
は　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　

人
々　
が　
一
生
懸
命
生
き　
て　
お　
ら　
れ　
る　

の　
だ　
と　
い　
う　
こ　
と　
を　
学　
ぶ　
な　
か　
で　
、　
ボ　

ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
精
神　
が　
芽
生
え　
て　
い　
き　
ま　

す
。　

開
か　
れ　
た
学
校　
づ　
く　
り
│
さ　
つ　
ま　
い　
も
祭　
り
と　
も　
ち　
つ　
き
大
会
を
通
し　
て
│

加加
西西
市市
立立
宇宇
仁仁
小小
学学
校校

作業風景

http://www.kasai-hyg.ed.jp/  加西市教育委員会　http://www.hyogo-c.ed.jp/̃hojohigashi-es/  北条東小学校

こ　
の　
よ　
う
な　
こ　
と　
か　
ら　
、　
三
口
稲

所
遺
跡
・
市
場
遺
跡　
は　
、　
何　
ら　
か　
の　

生
産　
に　
と　
も　
な　
い　
炭　
を　
供
給　
し　
て　
い　

た　
集
落　
だ　
っ　
た　
の　
か　
も　
知　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　

三口・市場遺跡A地点
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加西の子どもの虫歯の原因は、

おやつのダラダラ食べです。おじ

いちゃん、おばあちゃん! お孫さん

におやつをついついあげたりして

いませんか？おやつの時間を決

め、子どもの虫歯予防のために家

族みんなで協力してくださいね。

（加西市歯科衛生士会）

お母さんだけでは守れない子どもの歯

「生活習慣病」とは、毎日の生活習慣の積み重

ねによって発症したり、悪化したりする病気のことで、

例えばがん・高血圧・糖尿病・肝臓病など、身

近で聞くことの多い病気のことを言います。
これらの生活習慣病は､従来中高年に多い病気

でしたが、若年層へ広がりつつあります。1 2年度

町ぐるみ健診において3 0歳未満の方の受診が1 0 8

名ありました。その内、生活習慣病として要精密

検査・要医療の判定の方が4 0 .7％（4 4名）を占
めていました。要注意の方を含むと76％にもなりま

す。

生活習慣は、乳幼児期から家族との日常生活

の中で習得していくものです。特に濃い味付け・

間食の習慣等は乳幼児期から習得してしまうことが
多いのも現状です。子どもは大人の行動を見なが

ら成長しています。家族の健康のためにも生活環

境を見直すことが大切です。

①食生活を見直す：１日３食の食習慣を。

糖分･塩分の取りすぎには注意し野菜、海藻等
の食物繊維をしっかり取り、バランスの取れた食生

活を心掛けましょう。間食の取りすぎも要注意です。

②運動の習慣をつける：運動を始める余裕の無

い方は、買い物・散歩等できるだけ歩く等体を動

かす機会を増やしましょう。
③休養を取る：ストレス・疲労の積み重ねは病状

の進行を速めます。十分な睡眠を確保し、ストレス

を溜め込まず気分転換を図り、規則正しい生活リ

ズムに整えましょう。

あなたの家族では実践できていますか？

１月2 4日（木）に1 3年度最後の町ぐるみ健診結果

説明会を行います。（受付時間：９時3 0分～1 1時

場所：健康増進センター）1 3年度中に受診された

方どなたでもご参加ください。健診結果票をご持参

いただき、この機会にあなたと家族の生活を振り返
り、家族ぐるみで生活習慣病の予防をしていきまし

ょう。

生活習慣病にならないために
─子どもの頃からの生活習慣を─

月 の

わ

が

家

の

健

康

メ

ニ

ュ

ー

今

部　
が　
死　
ん　
で　
し　
ま
う　
こ　
と　
で　
す
。　
脳
梗
塞　
と　

心
筋
梗
塞　
が　
有
名　
で　
す
。　
脳
梗
塞　
は　
身
体　
の　

半
分　
が　
動　
か　
な　
く　
な　
っ　
た　
り
、　
言
葉　
が　
喋　
れ　
な　

く　
な　
る　
病
気　
で　
す
。　
心
筋
梗
塞　
は　
ポ　
ッ　
ク　
リ　
死　

ん　
で　
し　
ま
う　
こ　
と　
の　
少　
な　
く　
な　
い　
病
気　
で　
す
。　

ど　
ち　
ら　
も　
、　
で　
き　
れ　
ば　
避　
け　
た　
い　
と　
こ　
ろ　
で　
す
。　

血
管　
が　
詰　
っ　
て　
し　
ま
う
原
因　
は　
動
脈
硬
化　

で　
す
。　
現
代
日
本
人　
の　
生
活
習
慣　
は　
、　
コ　
レ　
ス　

テ　
ロ　
ー　
ル　
、　
高
血
圧
、　
糖
尿
病
、　
肥
満
、　
喫
煙
、　

運
動
不
足　
な　
ど　
、　
動
脈
硬
化　
を　
起　
こ　
す
要
素　

が　
い　
っ　
ぱ　
い　
で　
す
。　

血
管　
が　
詰　
っ　
て　
心
臓　
の　
筋
肉　
に　
酸
素　
が　
行　
か　

な　
く　
な　
る　
と　
、　
突
然
胸　
が　
苦　
し　
く　
な　
り　
ま　
す
。　

心
臓　
の　
筋
肉　
は　
け　
っ　
こ　
う
強　
い　
の　
で　
、　
数
時
間　

か　
ら　
半
日　
ぐ　
ら　
い　
が　
ん　
ば　
っ　
て　
生
き　
て　
い　
ま　
す
。　

こ　
こ　
で　
心
筋　
を　
救　
っ　
て　
あ　
げ　
な　
い　
と　
、　
焼
跡　
と　

な　
っ　
て　
は　
働
き　
を　
止　
め　
て　
し　
ま　
い　
ま　
す
。　

①　
「
急
性
」　
と　
「
慢
性
」

病
気　
の　
名
前　
の　
前　
に　
「
急
性
」　
と　
「
慢
性
」　

が　
つ　
く　
こ　
と　
が　
よ　
く
あ　
り　
ま　
す
。　
例
え　
ば　
「
急

性
胃
炎
」　
と　
「
慢
性
胃
炎
」。　
前
者　
は　
、　
昨
夜　

の　
宴
会　
で　
お　
酒　
を　
飲　
み　
す　
ぎ　
て　
、　
今
日　
は　
朝　

か　
ら　
胃　
が　
む　
か　
つ　
く　
し　
キ　
リ　
キ　
リ　
痛　
い　
と　
い　
う

場
合　
で　
す
。　
後
者　
は　
、　
年
来
胃
弱　
で　
、　
い　
つ　
も　

食
後　
は　
胃　
が　
も　
た　
れ　
る　
し　
ス　
ッ　
キ　
リ　
し　
な　
い　
と　

い　
う
場
合　
で　
す
。　

と　
こ　
ろ　
が　
、　
心
筋
梗
塞　
に　
は　
「
急
性
」　
は　
あ　

っ　
て　
も　
「
慢
性
」　
が　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
勝
負　
は　
急

性
期　
に　
決　
し　
ま　
す
。　
急
性
期　
が　
終　
わ　
っ　
て　
し　
ま　

い　
ま　
す　
と　
、　
あ　
と　
は　
焼
跡　
が　
の　
こ　
る　
ば　
か　
り　
で　

す
。　
中
途
回
復
可
能　
な　
「
慢
性
」　
心
筋
梗
塞　

と　
い　
う　
の　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
そ　
れ　
が　
こ　
の　
病
気　

の　
特
徴　
で　
す
。　

②
急
性
心
筋
梗
塞　
が　
起　
こ　
る　
と　
…

「
梗
塞
」　
と　
は　
、　
血
管　
が　
詰　
っ　
て　
臓
器　
の　
一

③
急
性
心
筋
梗
塞　
は　
急
性　
の　
う
ち　

に　
治
療
を　
!

今
か
ら
25
年
前　
に　
は　
、　
梗
塞　
に　
陥　

っ　
て　
死　
に　
始　
め　
た　
心
臓　
の　
筋
肉　
を　
救

う　
こ　
と　
は　
夢
物
語　
で　
し　
た　
。　
と　
こ　
ろ　

が　
今　
は　
、　
カ　
テ　
ー　
テ　
ル　
血
管
拡
張
術　

で　
詰　
っ　
た　
心
臓　
の　
血
管　
を　
広　
げ
、　
心

筋　
を　
救
う　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
す
。　
市
立

加
西
病
院　
で　
は　
こ　
の　
治
療　
を　
13
年
間

続　
け　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
今
年　
の　
一
月
、　

こ　
の　
治
療　
に　
不
可
欠　
な　
ア　
ン　
ギ　
オ　
装

置　
を　
更
新　
し　
、　
高
性
能　
の　
機
械　
と　
な　

り　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
治
療
法　
の　
肝
心　
な　
点　
は　
時
間　

と　
の　
競
争　
で　
す
。　
翌
日　
で　
は　
遅　
す　
ぎ　

ま　
す
。　
前　
に　
述　
べ　
た　
よ　
う
な　
動
脈
硬

化　
に　
か　
か　
り
易　
い　
生
活
習
慣　
の　
方　
が　
、　

も　
し　
あ　
る　
日
突
然
、　
ち　
ょ　
っ　
と　
普
通　
で　

な　
い　
胸　
の　
苦　
し　
さ　
を　
自
覚　
し　
た　
ら　
、　

す　
ぐ　
に　
か　
か　
り　
つ　
け　
の　
先
生　
の　
元　
に　

駆　
け
込　
み　
ま　
し　
ょ　
う
。　
か　
か　
り　
つ　
け　

の　
先
生　
は　
、　
病
気　
を　
判
断　
し　
て　
私　
た　

ち　
に　
連
絡　
し　
、　
循
環
器
医　
が　
待
機　
す　

る　
こ　
と　
に　
な　
り　
ま　
す
。　

「病院だより」のバックナンバーは、加西病院のホームページ
http://www.hospital.kasai.hyogo.jp でご覧になれます。

急
性
心
筋
梗
塞　
は　

「
急
性
」　
が　
肝
心

市立加西病院

副院長

山 辺 　 裕

〈作り方（2人分）〉

①さつまいも（中１本）を厚さ２cmの輪
切りにし、ラップに包んで４～５分レン
ジにかける。

②中身をくり貫いてさつまいもでカップを
つくる。

③ゆであずき小１缶はラップなしで２分
レンジにかける。

④さつまいもの中身とゆであずきをよく混ぜる。
⑤さつまいものカップに④を盛りつけそのあんの上に

黒ごま、ホイップクリームを乗せる。

〈シェフから一言〉

レンジも上手に使うと、簡単に
手づくりおやつの出来上がり。
さつまいものおいしい時期、ぜ
ひ一度お試しください。
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16下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。
問合先 上下水道部（��8760・8761）

市　
で　
は　
平
成
14
年　
４　
月
採
用　
の　
市

職
員　
を　
次　
の　
と　
お　
り
募
集　
し　
ま　
す
。

〈
採
用
職
種
・　
人
員
・　
受
験
資
格
〉

・
管
理
栄
養
士

１
名

昭
和
32
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
管
理
栄
養
士
の
資

格
を
有
し
、
病
院
に
お
け
る
栄
養

士
業
務
経
験
が
20
年
以
上
あ
る
方

・
調
理
師

１
名

昭
和
37
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
高
等
学
校
を
卒
業
又
は
平
成
14

年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
方
で
、
調
理
師
の
免
許
を
有
す

る
方
又
は
同
免
許
を
平
成
14
年
３

月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

受
験
手
続　
に　
必
要　
な　
も　
の

※
両
職
種
共
通

①
受
験
申
込
書　
（
本
市
所
定　
の　
も　
の　
）

②
受
験
票
（
本
市
所
定
の
も
の
）

③
最
終
学
校
（
学
校
教
育
法
に
よ

る
学
校
）
の
卒
業
証
明
書
又
は
卒

業
見
込
証
明
書

④
最
終
学
校
（
学
校
教
育
法
に
よ

平
成
14
年
度
採
用

加
西
市
職
員
募
集

る
学
校
）
の
成
績
証
明
書

※
管
理
栄
養
士

免
許
の
写
し

※
調
理
師

免
許
の
写
し
（
但
し
、
平
成
14

年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
方
は
不
要
）

受
付
期
間

２
月
１
日

（金）
〜
２
月

８
日

（金）
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
10
分

※
郵
送
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
受

付
し
ま
せ
ん
。
本
人
又
は
代
理
人

が
持
参
し
て
下
さ
い
。

試
験
日

３
月
５
日

（火）

試
験
内
容

筆
記
試
験
・

面
接
試
験

試
験
場
所

加
西
市
役
所

申
込
・
問
合
先

企
画
総
務
部
総

務
課
人
事
係
（
電
話
42
│
８
７
０
２
）

県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
内
の

市
町
立
小
・
中
・
養
護
学
校
（
神

戸
市
を
除
く
）
で
実
施
す
る
初
任

者
研
修
に
係
る
非
常
勤
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

勤
務
内
容

初
任
者
研
修
に
係
る

新
任
教
員
の
授
業
補
充
な
ど

勤
務
条
件

小
・
中
・
養
護
学
校
の

非
常
勤
職
員
の
募
集

・
１
日
８
時
間
以
内
の
勤
務
で
年

間
90
日
以
内

・
報
酬
は
１
時
間
あ
た
り
２，　
８
８

０
円
（
平
成
13
年
度
現
行
額
）

・
交
通
費
は
支
給
限
度
額
の
範
囲

内
で
実
費
支
給

資
　
格

希
望
す
る
校
種
の
教
員

職
員
免
許
法
に
定
め
る
小
・
中
・

高
等
学
校
教
諭
普
通
免
許
状
の
所

持
者
又
は
、
同
免
許
を
平
成
14
年

４
月
１
日
ま
で
に
取
得
で
き
る
方

申
込
期
間

２
月
１
日

（金）
〜

３
月
18
日

（月）
ま
で

申
込
・
問
合
先

・
北
播
磨
教
育
事
務
所

教
育
推
進
課

（
電
話
０
７
９
５
│
42
│
９
４
４
５
）

・
加
西
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
（
電
話
42
│
８
７
７
１
）

職
　
種

レ
セ
プ
ト
点
検
専
門
員

１
名

資
　
格

医
療
事
務
技
能
資
格
を

有
し
、
昭
和
26
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方

勤
務
時
間
・
賃
金

市
の
指
定
す

る
時
間
・
金
額

勤
務
場
所

市
民
福
祉
部
保
険
課

募
集
期
間

１
月
21
日

（月）
〜

レ　
セ　
プ　
ト　
点
検
専
門
員

ア　
ル　
バ　
イ　
ト　
の　
募
集

２
月
12
日

（火）

採
用
期
間

４
月
３
日

（水）
〜

１
年
間

申
込
・
問
合
先

総
務
課
人
事
係

（
電
話
42
│
８
７
０
２
）

市
で
は
、
平
成
14
・
15
・
16
年

度
建
設
工
事
、
測
量
等
（
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
）、
物
品

の
製
造
・
買
入
れ
等
（
物
品
の
製

造
、
買
入
れ
、
売
払
い
、
役
務
の

提
供
等
）
に
か
か
る
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
書
の
受
付
を
次
の
要

領
に
よ
り
行
い
ま
す
。

受
付
期
間

１
月
15
日

（火）
〜
２
月

28
日

（木）
ま
で
（
但
し
、
土
・
日
曜

日
を
除
く
。）

※
郵
送
の
場
合
28
日
の
消
印
ま
で

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
（
但
し
、
正
午
〜
午
後
１
時
ま

で
を
除
く
）

受
付
場
所

市
役
所
４
階
入
札
室

申
請
様
式

①
建
設
工
事

（ア）
国
土
交
通
省
統
一
様
式

（イ）
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入

証
明
書
の
写
し

（ウ）
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
納
税

証
明
書

入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書　
の　
受
付　
に　
つ　
い　
て

「健康器具を買って体験談を寄せてもらえばモニター料を

支払う」と勧誘され、クレジット契約で購入した。しかしモニ

ター料が支払われたのは最初の数回だけで、後は業者と連

絡がとれなくなってしまった。ローンの支払いが残っている。

モニター活動の報酬を支払うといって商品を販売する「モ

ニター商法」は、契約書面交付日を含めて2 0日間であれば

クーリングオフできます。これ以降でも、モニター料が支払

われない、仕事が来ない等の理由があれば契約の解除を求

めることができます。クレジットで購入している場合は、クレ

ジットの支払いを拒むことができます。しかし、クレジット会社

にモニター契約だと伝えなかった場合、消費者にも責任があ

るとみなされ、支払いを停止してもらえないことがあります。

業者の言葉に惑わされずクレジット会社からの確認には正

確に回答しましょう。

■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時～午後4時、

市役所2階 電話42-8739）

消費生活相談Q&A クレジット会社には事実を答えよう!

ハナサク

Ｑ

Ａ
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（エ）
市
税
納
税
証
明
書
（
指
名
願
用
）

※
市
内
業
者
の
み

（オ）
営
業
内
容
報
告
書
（
市
の
指
定

用
紙
）
市
内
業
者
の
み

（カ）
商
業
登
記
簿
謄
本
（
法
人
の
場

合
）

（キ）
誓
約
書
（
個
人
の
場
合
）

（ク）
印
鑑
証
明
（
法
人
の
み
）

（ケ）
使
用
印
鑑
届

②
測
量
等

前
述

（ア）
・

（ウ）
・

（エ）
・

（オ）
・

（カ）
・

（キ）
・

（ク）
・

（ケ）

③
物
品
の
製
造
・
買
入
れ
等

前
述

（ウ）　
・　

（エ）　
・　

（カ）　
・　

（キ）　
・　

（ク）　
・　

（ケ）

市
指
定
用
紙

１
部
５
０
０
円

用
紙
交
付

１
月
15
日

（火）
〜

２
月
28
日

（木）

提
出
部
数

１
部

提
出
方
法

持
参
又
は
郵
送
（
①

建
設
工
事
、
②
測
量
等
は
、
Ａ
４

フ
ァ
イ
ル
綴
）

問
合
先

管
財
課

（
電
話
42
│
８
７
０
４
）

加
西
東
産
業
団
地
（
常
吉
地
区
）

の
区
域
区
分
の
変
更
及
び
関
連
す

る
都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

加
西
東
産
業
団
地　
（
常
吉

地
区
）　
の　
都
市
計
画
変
更

案　
の　
縦
覧

縦
覧
案
件

・
東
播
都
市
計
画
区
域
区
分
の
変

更
（
兵
庫
県
決
定
）

・
東
播
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変

更
（
加
西
市
決
定
）

・
東
播
都
市
計
画
地
区
計
画
の
決

定
（
加
西
市
決
定
）

・
東
播
都
市
計
画
公
園
の
変
更

（
加
西
市
決
定
）

・
東
播
都
市
計
画
及
び
神
戸
国
際

港
都
建
設
計
画
下
水
道
の
変
更

（
兵
庫
県
決
定
）

・
東
播
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の

変
更
（
加
西
市
決
定
）

※
こ
の
案
件
に
つ
い
て
意
見
の
あ

る
住
民
及
び
利
害
関
係
人
は
、

縦
覧
期
間
中
に
兵
庫
県
決
定
分

は
知
事
宛
に
、
加
西
市
決
定
分

は
市
長
宛
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間

１
月
16
日

（水）
〜

１
月
29
日

（火）

縦
覧
場
所

・
兵
庫
県
決
定
分
＝
兵
庫
県
県
土

整
備
部
ま
ち
づ
く
り
局
都
市
計

画
課
及
び
加
西
市
都
市
整
備
部

都
市
計
画
課

・
加
西
市
決
定
分
＝
加
西
市
都
市

整
備
部
都
市
計
画
課

意
見
書
の
提
出
・
問
合
先

・
兵
庫
県
県
土
整
備
部
ま
ち
づ
く

り
局
都
市
計
画
課
（
〒
６
５
０
│
８

５
６
７
　
神
戸
市
中
央
区
下
山
手

通
５
│
10
│
１
（
電
話
０
７
８
│
３

４
１
│
７
７
１
１
））

・
加
西
市
都
市
整
備
部
都
市
計
画

課
（
〒
６
７
５
│
２
３
９
５
　
加
西

市
北
条
町
横
尾
１
０
０
０
（
電
話

42
│
８
７
５
３
））

日
　
時

１
月
27
日

（日）

午
後
２
時
〜

場
　
所

加
西
市
民
会
館

文
化
ホ
ー
ル

出
　
演

加
西
市
吹
奏
楽
団
、
市

内
４
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

入
場
料

無
料

子
育
て
の
途
中
で
、
子
ど
も
に
、

集
団
生
活
を
体
験
さ
せ
た
い
、
一

緒
に
遊
べ
る
友
だ
ち
が
ほ
し
い
、

と
い
う
保
護
者
の
み
な
さ
ん
。
是

非
、
保
育
園
の
生
活
を
体
験
さ
せ

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

期
　
間

２
月
４
日

（月）
〜
22
日

（金）

※
土
日
は
休
み

募
集
人
数

２
歳
児
　
３
名

３
歳
児
　
４
名

保
育
園　
の　
生
活　
を　

体
験　
し　
ま　
せ　
ん　
か　
？

加
西
市
吹
奏
楽
団

第
10
回
定
期
演
奏
会

保
育
時
間

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

保
育
料
金

６，　
０
０
０
円

申
込
・
問
合
先

子
育
て
ゆ
と
り

創
造
セ
ン
タ
ー
・
ぜ
ん
ぼ
う
（
善

防
保
育
所
）（
電
話
48
│
３
７
６
５
）

今
年
は
５　
km
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
も

新
設
。

日
　
時

３
月
10
日

（日）
午
前
９
時

か
ら
受
付
　
※
雨
天
17
日

（日）

場
　
所

善
防
中
学
校
周
辺　
コ　
ー　
ス

参
加
資
格

家
族
（
３
親
等
）
単

位
で
ど
な
た
で
も
（
３
名
１
チ
ー

ム
、
グ
ル
ー
プ
も
可
）

区
　
間

ロ
ン
グ
コ
ー
ス
６．　
１
km

（
３．　
１
、
１．　
５
、
１．　
５
）、
シ
ョ

ー
ト
コ
ー
ス
４．　
０
km
（
１．　
６
、

１．　
２
、
１．　
２
）、
５
km
ロ
ー
ド
レ

ー
ス

参
加
費

駅
伝
１
チ
ー
ム
３，　
０
０

０
円
（
全
員
が
中
学
生
以
下
の
チ

ー
ム
は
１，　
５
０
０
円
）、
５
km
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
　
１
人
１，　
５
０
０
円

申
込
締
切

２
月
15
日

（金）

申
込
・
問
合
先

加
西
市
体
育
協

会
事
務
局
（
電
話
42
│
８
７
７
３
）

│
出
場　
チ　
ー　
ム　
募
集
│

ト　
リ　
ム　
フ　
ァ　
ミ　
リ　
ー

全
国
駅
伝
競
走
大
会

再生修理会
日　時 ２月４日（月）

場　所 ＪＡかさいし賀茂支店

（受付：午前９時～11時）

場　所 ＪＡかさいし下里支店

（受付：午後１時～３時）
対　象 包丁、ハサミ、靴、洋傘等

問合先 くらしと生活を守る会

事務局（電話42-８７３１）

花いっぱい運動に参画しよう!
加西インター周辺の花壇の花いっぱい運動に

参画し、子どもたちに残していくべきこの地域に

何が出来るか一緒に考えてみませんか。

一緒に考え、活動していこうという方を募集し

ています。

お問い合わせ、参加のご希望は（社）加西青年

会議所事務局（電話42-２７２３）まで。
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最
近
注
目
さ
れ
て
い
る

″　姿
勢

と
健
康
の
関
係
″　。
自
分　
で　
は　
気　
づ　

か　
な　
い　
体　
の　
ゆ　
が　
み　
が　
痛　
み　
の　
原
因　
に　

な　
っ　
て　
い　
る　
か　
も　
知　
れ　
ま　
せ　
ん　
…
。　

講
座
名
「
あ　
な　
た　
の　
姿
勢　
を　
チ　
ェ　ッ　
ク

!
〜
姿
勢
と
健
康　
に　
つ　
い　
て
〜
」

日
　
時

２
月
22
日

（金）

昼
の
部
　
午
後
２
時
〜
４
時

夜
の
部
　
午
後
７
時
〜
９
時

募
集
人
員

各
回
20
名　
（
先
着
順
）

※
前
回
受
講
さ
れ
て
い
な
い
方

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

参
加
費

無
料

持
ち
物

筆
記
用
具
、
バ　
ス　
タ　
オ　
ル

※
参
加
時
は
動
き
や
す
い
服
装

（
ズ
ボ
ン
）
で
お
願
い
し
ま
す
。

講
　
師

建
廣
氏
　
　
　

桑
岡　
カ　
イ　
ロ　
研
究
所
所
属
・
Ｋ　
Ｃ　

Ｓ　
セ　
ン　
タ　
ー　
三
宮　
ト　
ア　
ロ　
ー　
ド　
院
院
長

応
募
方
法

１
月
21
日

（月）
よ
り
電

話
に
て
平
日
（
月
曜
日
〜
金
曜
日
）

の
午
後
５
時
ま
で
申
し
込
み
受
付
。

申
込
・
問
合
先

健
康
福
祉
会
館

（
電
話
42
│
６
７
０
０
）

あ　
な　
た　
の　
姿
勢　
を　

チ　
ェ　
ッ　
ク　
!!

こ
の
時
期
に
特
に
冷
え
る
よ
う

な
場
所
（
北
向
き
や
風
当
た
り
が

強
い
、
ま
た
は
む
き
だ
し
に
な
っ

て
い
る
）
の
水
道
管
に
は
保
温
材

を
巻
き
つ
け
る
な
ど
防
寒
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。（
同
じ
く
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
内
に
も
、
つ
め
も
の
な

ど
を
し
て
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。）

水
道
管
が
破
裂
し
た
時
は

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水

栓
を
し
め
て
応
急
処
置
の
上
、
直

接
、
市
指
定
工
事
業
者
に
連
絡
し

修
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

上
下
水
道
部
管
理
課
上

水
業
務
係
（
電
話
42
│
８
７
９
５
）

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す

る
特
別
措
置
法
（
平
成
７
年
法
律

第
39
号
）
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
区
間
を
、
電
線
共
同
溝
を
整

備
す
べ
き
道
路
と
し
て
指
定
す
る

こ
と
に
な
り
、
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

・
加
西
市
北
条
町
北
条
字
尾
長
１

市
道

北
条
栗
田
線
電
線
共
同

溝
整
備
道
路
指
定　
に　
つ　
い　
て

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

５
０
│
１
か
ら
加
西
市
北
条
町
北

条
字
溝
川
42
│
１
ま
で
約
94  
m

・
加
西
市
北
条
町
北
条
字
五
軒
町

９
０
６
│
３
か
ら
加
西
市
北
条
町

栗
田
字
井
ノ
岡
66
│
６
ま
で
約
２

０
８　
m

縦
覧
期
間

１
月
17
日

（木）
〜

31
日

（木）

縦
覧
場
所

市
役
所
５
階

都
市
計
画
課

問
合
先

都
市
計
画
課

（
電
話
42
│
８
７
５
３
）

平
成
11
年
度
に
策
定
さ
れ
た
介

護
保
険
事
業
計
画
は
、
社
会
情
勢

の
変
化
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
状
況
な
ど
を
ふ
ま
え
て
３
年

毎　
に　
見
直　
す　
こ　
と　
に　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す
。

加
西
市
で
は
、
次
の
と
お
り
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る
需

要
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

①
対
象
者

要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
在
宅
の
方
全
員
。（
施
設
入

所
の
方
は
県
が
施
設
毎
に
調
査
）

・
方
　
法

介
護
支
援
専
門
員
な

ど
が
聞
き
取
り
調
査

・
時
　
期

平
成
14
年
１
〜
２
月

第
２　
期
介
護
保
険
事
業
計
画　
・　

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
改
定　
に　
か　
か　
る

高
齢
者
利
用
意
向
調
査

①
排
水
設
備
工
事　
は　
指
定
工
事
店　
で

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
で
、

ま
だ
排
水
設
備
（
水
洗
化
）
工
事

を
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
家
庭
、
事

務
所
、
店
舗
な
ど
は
、
環
境
改
善

と
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
た
め
、

市
排
水
設
備
指
定
工
事
店　
に　
依
頼　

し　
実
施　
さ　
れ　
る　
よ　
う　
お　
願　
い　
し　
ま　
す
。

②
水
洗
便
所
等
改
造
資
金
融
資
あ　

っ　
せ　
ん

公
共
下
水
道　
の　
区
域　
で　
は　
、　
水
洗

化
工
事　
に　
必
要　
な　
改
造
資
金　
に　
つ　
い　

て　
、　
金
融
機
関　
か　
ら　
融
資　
を　
受　
け　
ら　

れ　
る　
融
資
あ　
っ　
せ　
ん　
制
度　
を　
設　
け　
て　
い　

ま　
す　
の　
で　
ご　
利
用　
く　
だ　
さ　
い　
。　

融
資
額

最
高
80
万
円

融
資
利
率

平
成
13
年
度
は

２
・
５
％

返
済
方
法

月
賦
元
利
均
等
償
還

（
最
長
60
回
）

問
合
先

上
下
水
道
部
管
理
課
下

水
業
務
係
（
電
話
42
│
８
７
６
２
）

冬
の
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、

市
内
各
所
で
、
水
道
管
の
破
裂
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

水
道　
に　
も　
冬
仕
度　
を　
!

上
下
水
道　
か　
ら　
の　

「　
お　
知　
ら　
せ　
」　
と　
「　
お　
願　
い　
」

交通事故、詐欺などの被害にあって、警察や検
察庁に訴えたが、検察官がその事件を裁判にかけ
てくれない。

こんな不満をお持ちの方は、検察審査会にお気
軽にご相談ください。相談は無料ですし、秘密は固
く守られます。
★問合先 姫路検察審査会事務局 電話0792-23-2721（内線521）

検検察察審審査査会会ににごご相相談談をを !!ななつつかかししいい正正月月のの遊遊びび
伝えて残そう伝統文化

凧揚げ・はねつき・こま回し・百人一首・シャ

ボン玉・射的・綿菓子・ポン菓子・もちつきなど

の遊びや行事で楽しいひとときを過ごしませんか。

★日　時 1月27日（日）午前10時～正午

★場　所 善防公民館　　★参加費 無料

★参加対象 子どもから大人まで

★問合先 善防公民館（電話48-2643）
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お く や み

阿部あい子 81 克　代 大　村

佐伯すゑ子 71 康　夫 三　口

西村　篤男 85 隆 別府西

黒田　正子 81 勇　治 福　居

繁田　松次 99 晴　男 青　野

馬場　電子 81 猛　士 下万願寺

本多まさ子 82 毅 福住東

美藤　はる 99 敏　文 福　居

前田　雄二 75 哲　也 南　町

柏原　康子 60 巽 吸　谷

増田　　清 76 創　三 畑

井上志つ子 89 雅　博 玉　丘

原　美　子 73 和　久 栗　田

長谷川政治 89 正 繁　昌

金澤　常治 77 三喜男 上道山

大西　達治 72 雅　人 繁　昌

山本　義雄 70 浩　一 中　富

成川　保子 85 柳川瀬春実 古坂３丁目

三枝　正明 69 賢　司 笠　屋

淺田ひさゑ 94 正　美 朝　妻

小林　三朗 76 幸　子 古坂１丁目

西村　福守 89 光　雄 栄　町

浅田　耕司 59 訓　正 栄　町

岡田　幸介 60 直　樹 古　坂

松繁　節子 71 幸　平 西笠原

小篠きく江 90 章　男 上若井

岩　まさゑ 80 文　夫 東野田

塚原フクヱ 91 義　光 宮　前

高井　康典 50 督　典 横　尾

志方　謙三 86 顯　久 国　正

鈴木　ちゑ 78 阿部佳也 河　内

堀江こいよ 93 一　利 佐　谷

高見　よね 90 二 乙和泉

西村　義一 90 義　和 栄

坂本おやす 81 賢　治 島

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（12月27日受付分まで・敬称略）

問
合
先

善
防
公
民
館

（
電
話
48
│
２
６
４
３
）

骨
髄
移
植
と
は
、
病
気
に
お
か

さ
れ
た
骨
髄
幹
細
胞
を
健
康
な
も

の
と
入
れ
替
え
て
、
正
常
な
造
血

機
能
を
回
復
す
る
こ
と
で
す
。

ド
ナ
ー
（
提
供
者
）
の
方
に
提

供
し
て
い
た
だ
い
た
骨
髄
液
に
よ

っ
て
白
血
病
な
ど
の
血
液
難
病
の

方
を
広
く
公
平
に
救
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

骨
髄
移
植
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
は
患
者
さ
ん
と
ド
ナ
ー
の
白
血

球
の
型
が
一
致
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ド
ナ
ー
登
録
・
提
供
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
で
き
る
方

・
20
歳
〜
50
歳
ま
で
の
健
康
な
方

骨
髄　
バ　
ン　
ク　
登
録　
に　

ご　
協
力　
を　
!

・
骨
髄
提
供
内
容
を
十
分
理
解
し

て
い
る
方

・
ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て
家
族
の

同
意
を
得
て
い
る
方

問
合
先

骨
髄
移
植
推
進
財
団

（
電
話
０
１
２
０
│
４
４
５
│
４
４
５
）

日
程
・
プ　
レ　
ー　
フ　
ィ　
ー

２
月
17
日

（日）

１
７，　
２
１
０
円

19
日

（火）
・
20
日

（水）
１
２，　
２
１
０
円

※
参
加
料
２，　
０
０
０
円
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
料
２
０
０
円
、
ゴ
ル
フ
振
興

基
金
10
円
を
含
む
、
３
名
の
場
合

１，　
０
０
０
円
増

参
加
資
格

市
内
に
在
住
ま
た
は

通
勤
す
る
方
優
先

募
集
人
数

各
日
30
組
１
２
０
名

（
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
に
て
ス
タ
ー
ト

加
西
市
後
援

市
民　
ふ　
れ　
あ　
い　
ゴ　
ル　
フ　
コ　
ン　
ペ

死亡者 年齢 喪主 町名

※市外で死亡届を提出された方で「お悔や
み」に掲載を希望される方は秘書広報課

（電話42-8701）までご連絡ください。

②
対
象
者

要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
高
齢
者
か
ら
無
作
為
に

抽
出
し
た
各
町
10
名
程
度
の
方
。

・
方
　
法

郵
送
、
回
収
は
民
生

委
員
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

・
時
　
期

１
月
〜
２
月

皆
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
平

成
15
〜
19
年
度
の
施
設
整
備
方
針

や
介
護
保
険
料
率
の
改
正
の
基
礎

資
料
と
な
り
ま
す
。

問
合
先

保
険
課　
（
電
話
42
│
８　
７　
８　
８　
）

日
　
時

１
月
21
日

（月）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
　
所

善
防
公
民
館
大
研
修
室

講
　
師

上
谷
昭
夫
氏

定
　
員

先
着
１
０
０
名

主
　
催

善
防
公
民
館
歴
史
教
室

講
演
会

「
神
風
特
別
航
空
隊
63
機　
の　

出
撃　
し　
た　
鶉
野
飛
行
場
」

加西市への寄付

○兵庫県立農業大学自治会 2万1280円

○畑 小田　寿子 2万円

（社会福祉の増進のため）

○オーセントゴルフ倶楽部
総支配人 脇坂　岳宏 5万1000円

（福祉対策資金寄付金として）

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付

一般預託

○ギャラリー燦 9万1925円

（歳末たすけあいチャリティー展収益金）

○藤岡　巧 1万円

指定預託

☆加西ボランティア協会へ

○田町 竹本　幸夫 1万5000円

○匿名（Ｙ・Ｙ） 2万円

善意の花束
○美心 2万円

○匿名 3万円

○匿名 1万円

供養預託

○朝妻 小林　正明 30万円

（受付順　敬称略）

時
間
を
確
認
。
申
込
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
必
要
事
項
を
記
入
し
て

〒
６
７
５
│
２
４
６
２
　
別
所
町
６

８
３
│
24

オ　
ー　
セ　
ン　
ト　
ゴ　
ル　
フ　
倶
楽

部

″　市
民　
ふ　
れ　
あ　
い　
ゴ　
ル　
フ　
コ　
ン　
ペ
″

係
　
担
当　
・　
大
野
（
電
話
45
│
１
５

１
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
45
│
１
６
６
６
）
ま
で

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
せ
ま
る
セ
ベ

ソ
少
年
探
偵
団
の
勇
気
と
友
情
の

物
語
。
地
球
環
境
を
親
子
で
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時

２
月
10
日

（日）
①
10
時
30

分
〜
12
時
　
②
14
時
〜
15
時
30
分

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

会
　
費

８
０
０
円
（
４
歳
以
上
）

※
当
日
１，　
０
０
０
円

問
合
先

加
西
お
や
こ
劇
場

（
電
話
43
│
０
８
３
０
）

加
西　
お　
や　
こ　
劇
場
映
画
会

「　
ダ　
イ　
オ　
キ　
シ　
ン　
の　
夏
」
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H13.12.31現在（前月比）
人　口／ 51,975（－22） 世帯数／ 16,120（－12）

男　／ 25,201（ー20） 女　／ 26,774（－ 2）

95慶賀の植物の代表クロマツ

マ　
ツ　
は　
、　
た　
え　
ず
濃　
い　
緑　
の　
葉　
を　

つ　
け　
て　
い　
る　
常
盤
木　
（　
と　
き　
わ　
ぎ　
）　

で　
、　
四
季　
を　
問　
わ　
ず
緑　
の　
色　
が　
変　

わ　
ら　
な　
い　
こ　
と　
か　
ら　
、　
昔　
か　
ら　
慶
賀　

の　
植
物　
と　
さ　
れ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
門

松　
や　
若
松
、　
松　
の　
内　
な　
ど　
の　
言
葉　

に　
代
表　
さ　
れ　
る　
通　
り
、　
新
春　
を　
祝

う
植
物　
の　
中
心　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す
。　

昔　
は　
ど　
の　
家
庭　
で　
も　
、　
玄
関
先　
に　

オ　
（　
ン　
）　
マ　
ツ　
と　
メ　
（　
ン　
）　
マ　
ツ　
の　
若

樹　
を　
左
右　
に　
一
本　
ず　
つ　
立　
て　
て　
門

松　
に　
し　
た　
も　
の　
で　
す　
が　
、　
今　
で　
は　
門

松　
の　
作　
り
方　
が　
松
竹
梅　
を　
あ　
し　
ら　

っ　
た　
豪
華　
な　
も　
の　
に　
な　
っ　
て　
き　
た　
こ　

と　
が　
あ　
っ　
て　
か　
、　
各
家
庭　
か　
ら　
は　
姿　

を　
消　
し　
て　
い　
る　
よ　
う　
で　
す
。　

さ　
て　
、　
ク　
ロ　
マ　
ツ　
は　
、　
南　
は　
九
州　

か　
ら　
北　
は　
東
北
地
方　
ま　
で　
、　
主　
と　

し　
て　
海
岸
地
方　
に　
生
育　
す　
る　
松　
の　

種
類　
で　
す
。　
樹
皮　
が　
黒　
い　
の　
で　
こ　
う

呼　
ば　
れ　
て　
い　
る　
の　
で　
す　
が　
、　
樹
皮　
の　

赤　
い　
ア　
カ　
マ　
ツ　
に　
対　
し　
て　
葉　
が　
か　
た　

く　
て　
色
も　
濃　
い　
こ　
と　
か　
ら　
、　
オ　
（　
ン　
）　

マ　
ツ　
と　
も　
言　
わ　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　
加
西　

で　
は　
、　
市
域　
の　
南
半
分　
の　
山
地　
に　

優
先　
し　
て　
自
生　
が　
見　
ら　
れ　
ま　
す
。

KASAIデータバンク

ホームページ http://www.city.kasai.hyogo.jp
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